
地域情報（県別）

【⼤分】救急センターを別組織化して地域の24時間救急医療体制を維持-是永⼤輔・中津市⺠病院
⻑に聞く◆Vol.1
2019年9⽉3⽇ (⽕)配信 m3.com地域版

 中津市を中⼼とした北部医療圏で唯⼀の公⽴病院で地域医療⽀援病院である中津市⽴中津市⺠病院⻑の是永⼤輔⽒
に、北部医療圏の現状、地域での役割、救急医療体制の改⾰などについて聞いた。（2019年7⽉22⽇インタビュー、
計2回連載の1回目）

▼第2回はこちら（近⽇公開）

――北部医療圏の現状と地域での役割について教えてください。

 当院は国⽴中津病院から経営譲渡を受けて2000年に開院し、2012年に新病院を竣⼯しました。救急告⽰病院、が
ん診療連携拠点病院、地域周産期⺟⼦医療センター、災害拠点病院、地域医療⽀援病院など、中津市が運営する市⺠
病院としてさまざまな機能を担っています。しかし実際には、中津市より東の宇佐市、豊後⾼⽥市などの⼤分県北部
医療圏に加え、⻄は福岡県の豊前市までを含めたエリアの中核病院になっています。

 このエリアで公⽴病院は当院のみです。その意味で、実質的には⿊⽥官兵衛の領地と⼀緒で、その地域を引き継い
だ形になっています。⼈⼝約24万⼈の医療圏の中に、公的基幹病院は当院だけしかないのです。

病院⻑の是永⼤輔⽒（病院提供）

 そのため患者さんは非常に多く、がん診療連携拠点病院や地域周産期⺟⼦医療センターなどのさまざまな役割を
担っているのですが、医師をはじめ、薬剤師、看護師の確保にはかなり苦労しています。若い医師や看護師たちは、
やはり福岡、⼩倉、あるいは⼤分市のほうへ出たがるからです。

 ただでさえ⼈が⾜りないなかで、開業医の先⽣⽅も⾼齢化が進み、ますます当院を頼りにする傾向が強くなってき
ています。また、公⽴病院ですので働き⽅改⾰にも率先して取り組むことが求められます。新専門医制度や地域医療
構想への対応なども進めなければなりませんので、まるで⿊船が⼀気に押し寄せて来ているような⼤変な状況にあり
ます。そうは⾔っても、当院が潰れたらこの地域全体の医療が潰れてしまいますので、どうやって地域医療を維持し

地域情報（県別） | m3.com https://www.m3.com/news/kisokoza/695120?prefecture_id=44&porta...

1 / 4 2019/09/05 8:49



ていくか、必死に取り組んでいる状況です。

――そうした厳しい環境の中で、さまざまな改⾰を進めてきているようですね。 

 昔は内科、外科、⼩児科、産婦⼈科などが主だったのですが、ここ数年で循環器内科や脳外科を定着させ、⼼臓⾎
管外科を新たに作りました。さらに、⻭科⼝腔外科も作りました。というのも、⼼臓病や⼝腔がんなどを治療する診
療科がこの地域になく、患者さんは北九州や別府、⼤分に⾏くしかなかったからです。近くにあれば救える命もあり
ます。

 それと、新病院を造って病棟を増やす構想は以前からあったのですが、「さらに多くの患者さんを受け⼊れるため
に病棟を増やしてベッド回転をよくするだけではなく、もっと緩和医療や、がん患者の社会復帰に向けた化学療法や
リハビリに注⼒しよう」ということで緩和ケアセンター、外来化学療法センターやリハビリセンターを始めました。
緩和ケアは、本来は専門の病院が担うべき役割だと思いますが、地域のニーズをかんがみて展開することにしまし
た。

 さらに、救急医療体制の改⾰を⾏いました。

――さまざまな改⾰を進めるにあたり、資⾦や⼈材の確保も⼤変ですよね。 

 幸いなことに当院は⿊字が続いており、過去に総務省から表彰されたこともあります。病院の建て替え、緩和ケア
センターの新設、多数の認定看護師の育成など、⻑年の⿊字というベースがあったからこそできたことでしょう。私
が思うに、他に総合病院がないために患者が集中したことに加え、当院が極めて効率的な医療を⾏ってきたからだと
思います。非常に⼤変な中で、救急患者も断らないで受け⼊れるようになんとか頑張っていますが、あまりに忙しい
ので、むしろ、競合する病院があればいいと思うぐらいです。ただ、中津市や市会議員の⽅々もバックアップしてく
れますし、地域の⽅々の信頼も得ていますので、その点に関しては非常にやりがいを感じています。 

 ⼈は⽯垣ですから、いろんな⼿法を使って⼈材確保に努めています。当院には医師が約60⼈、研修医が10⼈ほどい
るのですが、医師の半分は⼤分⼤学、半分は九州⼤学の出⾝で、両⽅のルートと⼈脈を使いながらなんとか確保して
います。なかには中津⽣まれで東京などから帰ってきた⼈などを採⽤することもありますし、研修医を終えてそのま
ま⼊職していただく⽅もいます。 

――救急医療体制の改⾰について教えてください。

 私が3年半前に院⻑として当院に来たころは、市⺠の⽅々は「中津市⺠病院へ⾏けば紹介状がなくてもなんでも診て
くれる！」と思われていて、本来は診療所へ⾏くべき軽症の患者さんも当院に集まって⾏列ができていました。⼀⽅
で、当院には昼夜を問わず沢⼭の救急患者も来ます。夜間にウォークイン患者も重症の救急患者も⼀緒に診ていた
ら、医師は寝る時間もなく翌⽇の仕事をしないといけない状況になっていました。

 このような状況は短期間であれば可能だと思いますが、⻑く続けられるものではありませんので、⾃然と医師が当
院から離れていくことになります。そして、勤務医が少なくなり、本来対応しなければならない重症の患者さんがわ
ざわざ⼩倉や別府に⾏かなければならなくなります。多くの重症患者を受け⼊れて治療するのが本来の役割なのに、
⼀体何のための急性期病院なのかわからなくなりました。議員の⽅々は「断らない医療」ということを簡単におっ
しゃいますが、「このまま無制限に断らない医療を続けていたら、医師は疲弊してしまってこの地域全体にとってマ
イナスじゃないか」と思ったのです。

 そこで、2018年6⽉から、ウォークインの患者さんは地域の開業医の先⽣⽅や当院以外の6つの救急告⽰病院で診て
いただいて、紹介状を持って当院に来てもらう体制に変更しました。つまり、当院、当院以外の救急告⽰病院、開業
医の役割分担を明確に定めたわけです。この新しい救急医療体制への移⾏が可能だったのは、当院と医師会との関係
が非常に良好だったからで、他に類を⾒ないものだと思います。
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 これが私の着⼿した⼀番⼤きな仕事になりました。ただ、この改⾰には前段階がありまして、それ以前に⼩児救急
の改⾰を経験していたからこそできたことなのです。

――⼩児救急の改⾰とはどのようなものだったのですか。

 私が着任した時に、2012年の新病院開設時に併設された⼩児救急センターですでに24時間365⽇の⼩児救急医療を
提供していました。それが中津市の⼤きな魅⼒の⼀つにもなっていました。ただ、8⼈の⼩児科医が、「当直で夜中に
働いて次の⽇も働く」という仕事を交代で⾏っており、非常に不安定な運営が続いていました。そこへ、医師を派遣
している⼤学医局の都合で「医局員減少のため、中津に⼩児科医を8⼈も出せない」という申し出があり、24時間365
⽇の⼩児救急医療体制を縮⼩せざるを得ない危機的な状況になりました。そこで、中津市、医師会、そして⼤分県と
も協議を重ねた結果、市⽴の⼩児救急センターを作ろうということになりました。

 具体的には、当院の⼀角にあった⼩児救急センターを別組織にして中津市⽴⼩児救急センターを設⽴しました。そ
して、2017年4⽉から、夜間・休⽇の急患対応は中津市⽴⼩児救急センターが担当し、当院はその後⽅の2次医療を受
け持つという⼩児救急医療体制になりました。中津市⽴⼩児救急センターでは、⼤学、開業医、病院勤務医からの非
常勤医師が交代で勤務し、そこからの紹介で当院の常勤医が対応するという流れになりました。いわゆる機能分担シ
ステムを導⼊したわけですが、これにより、24時間365⽇の⼩児救急医療体制をなんとか維持できることになりまし
た。

 しかし、このような医師の減少による危機的状況が⼀般の救急にも訪れないという保証はありません。こうした背
景があって、私はこの機能分担システムを⼤⼈の救急医療体制においても実現しようと思い、医師会や⾏政と連携し
て前述の救急医療体制の変⾰を⾏ったわけです。ただ、いまだ道半ばで完成したわけではありません。将来的には、
市⽴の⼩児救急センターを作ったように、この24万⼈の医療圏の中に⼤⼈の救急センターを別組織として作りたいと
思っています。地域の医師や看護師をその⼀カ所に集約していけば、もっと効率的な救急医療体制を構築することが
できると考えています。

 医師会は⾼齢化のため⽇曜休⽇の当番医院制の維持に困っています。まずはお⾦をかけないで共同の⽇曜休⽇診療
所を開設するなどの現実的な⽅法でやってみて、しばらく⾛らせてから近隣の医師会や⾃治体と新たな構想を作って
資⾦を出して進めていけばいいのではないかと思っています。段階的に進めないといつまでたっても始まりません
し、そうこうしているうちに地域医療が崩壊してしまうと困ります。できるところからスタートすることが重要で
す。機能の集約化はこの地域だけの問題ではなく、全国のどの地域でも検討していく必要があるのではないでしょう
か。

中津市⺠病院の全景（病院提供）
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◆是永 ⼤輔（これなが・だいすけ）⽒

1980年に九⼤医学部を卒業後、消化器外科医の道を志す。約30年間、主に福岡市内の⼤学病院や福岡市⺠病院
に勤務した後、2016年に中津市⽴中津市⺠病院院⻑として郷⾥の⼤分県に帰る。中津市⽴中津市⺠病院は⼤分
県北〜福岡東部24万⼈医療圏で唯⼀の公⽴病院であり、「この地域に住む⽅が⾼度医療で困ることのないように
したい」という思いで取り組んでいる。

【取材・⽂＝堀 勝雄】
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